
 

平成 24 年 7 月 25 日（水）から８月７日（火）の交流 

 

７月 25 日（水） 

 キオカック市友好交流団が来日しました。ホストファミリーと友好交流団がここで始めて顔合わせを

します。これからの２週間、文化のふれあいの日々が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 26 日（木） 

 この日は、午後から甲斐市役所見学、夕方には歓迎レセプションがありました。歓迎レセプションで

は、ホストファミリーとキオカック市友好交流団が互いに自己紹介をし、また友好交流団によるダンス

の披露等がありました。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

7 月 27 日（金） 

 午前中は昇仙峡散策とそば打ち体験、午後には防災安全センターに視察見学に行きました。そば打ち

体験では、みんな真剣にそば打ちに取り組んでいました。自分で打ったそばはとてもおいしかったよう

です。防災安全センターでは、地震の怖さを知る体験をしたり、火災の怖さを知る体験などをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７月 28 日（土） 

 

Free Day 

 

７月 29 日（日） 

 

Free Day 

 

７月 30 日（月） 

午前中はサントリー登美の丘ワイナリー、午後は南甲府警察署に視察見学に行きました。 

ワイナリーではぶどう畑を見学したり、ワインセラーの見学をしたりしました。南甲府警察署では、

柔道・剣道の術科見学をしたり、白バイやパトカーを見たりしました。なかなかできない貴重な体験に、

みんな喜んでいました。 
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７月 31 日（火） 

 午前中は恵林寺に、午後は科学館に行きました。恵林寺では座禅体験をし、科学館ではプラネタリウ

ムを観賞しました。とりわけ、交流団にとって畳の上で足を組み、静寂の中に身を置く経験は貴重なも

のとなったようです。座禅で疲れたあとは、おいしい昼ごはんを食べました。 

 

 

  



 

８月１日（水） 

午前中は電車に乗って、ラザウォークにショッピングに行きました。午後には、県立美術館に行き、

世界の名画を堪能しました。 

 

 
 

 

 

 

８月２日（木） 

いつもより遠出して、この日は富士山と忍野八海を見学しに行きました。富士山はあいにくの霧で、5

合目からの雄大な姿を見ることはできませんでしたが、午後になり忍野八海についた頃には霧も晴れ、

富士山を見ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月３日（金） 

午前中にグラウンドゴルフ大会、午後には玉幡中学校との交流会がありました。キオカックのメンバ

ーにとっては初めて経験するスポーツのようでしたが、ホストファミリー、市民参加者と一緒にプレー

する中で、次第にコツを身につけ楽しんで交流しました。 

午後は、玉幡中学校に行き、交流の場をもちました。生徒による互いの国の紹介プレゼンテーション、

玉幡中学校の生徒による薙刀（なぎなた）の披露、最後には餅つきを経験させてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８月４日（土） 

さよならパーティーを双葉公民館で行いました。パーティーでは、キオカック市の交流団及びホスト

ファミリーに感想を述べてもらったり、日本航空高校の皆さんによる太鼓の演奏を聞いたりしました。 

キオカックのメンバーは楽器の演奏と歌を披露してくれました。楽しいひとときでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

８月６日（月） 

この日は特別に設けたツアーで、ハイジの村に行きました。朝方は雨も降っていましたが、到着した

頃から雨も上がり、交流団は各々、遊具で遊んだり、園内を見学したりと今回の交流最後の思い出作り

をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

午後は、市役所で液体窒素実験をしました。 

メンバーは講師の指示に従いながら、ゴム風船や花等を液体窒素に入れては、その変化に驚いていま

した。みんなで経験する理科の実験は楽しいものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月７日（火） 

あっという間に交流の日々は過ぎ、交流団はアメリカへと帰ります。みんな、別れを惜しみました。 

交流団はアメリカン航空 176 便に乗って、帰国の途につきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆受入体験を考えていらっしゃる方へ◆ 

受入期間の 2 週間はあっという間に過ぎていきました。最初は、言語の面に不安を感じていたホスト

ファミリーも多かったようでしたが、交流期間が進むにつれて、その不安も徐々に薄れ、文化の交流を

楽しんでいるようでした。 

受入体験を通して、「視野が広がり多くのことを学ぶことができた」という声や「英語でコミュニケー

ションをとれるようになりたいという学力向上心が増した」という声が聞かれました。海外からの交流

団を受け入れるという体験は、貴重なことです。受入体験はホストファミリーとなったみなさんの国際

的な感覚を高めるだけでなく、海外に友だちができるという素晴らしいきっかけを与えてくれます。 

確かに、ご家庭の事情で受入体験への参加が難しいとお感じになられる方も多いと思います。ただ、

外国への扉を開いてみれば、きっと様々な得るものがあると感じています。多くのホストファミリーが、

受入事業に参加してよかったと言っています。特に中学生のみなさんにとっては、英語や外国文化に楽

しみを見つけるよいきっかけになっているようです。 

ぜひ、積極的に受入体験をしていただきたいと思います。 


